
は
じ
め
に

一
第
一
次
長
州
征
討
に
お
け
る
熊
本
藩
の
出
兵
規
模

１
噸
役
規
模

２
伽
の
実
態

二
兵
帖
の
展
開

１
兵
姑
配
備

２
比
川
人
の
登
川

三
杣
木
町
茂
平
次
の
担
っ
た
兵
姑

１
物
資
の
補
給
と
調
達

２
補
給
路
の
開
発

お
わ
り
に

第
一
次
長
州
征
討
に
み
る
熊
本
藩
の
兵
姑

次
民
間
人
が
担
っ
た
兵
姑
活
動
の
事
例
～

日
本
史
上
に
は
、
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど

の
戦
争
実
態
が
み
ら
れ
、
数
度
に
わ
た
る
対
外
戦
争
も
あ
る
。
数

的
に
は
凹
内
戦
争
が
圧
倒
的
に
多
い
。
鮮
雌
の
割
拠
す
る
時
代
の

戦
争
は
、
そ
の
政
治
状
況
や
経
済
的
交
鉛
に
よ
る
紛
争
勃
発
事
例

と
し
て
、
社
会
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
含
め
て
多
角
的
な
分
析
が

な
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
戦
闘
行
動
・
作
戦
活
動
の
分
析
に
至
っ

て
は
、
Ｎ
内
職
・
対
外
戦
を
Ⅲ
わ
ず
、
館
二
次
大
戦
前
の
Ⅲ
躯
関

係
者
お
よ
び
巾
事
専
門
家
の
詳
細
で
彪
大
な
研
究
実
績
が
残
さ
れ
て

い
る
□

こ
う
し
た
全
体
的
研
究
態
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
手
薄
な
研
究

分
野
が
あ
る
。
近
代
以
前
の
「
兵
姑
」
研
究
も
そ
の
一
分
野
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。
日
本
史
全
体
の
論
考
を
見
渡
し
、
兵
姑
を
テ
ー

は
じ
め
に

内
山
幹

生
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マ
と
し
た
論
考
の
欣
的
な
貧
弱
さ
を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
の
こ
と

は
、
Ⅱ
油
．
Ⅱ
鱒
賊
役
の
後
頃
よ
り
、
「
輔
砿
輸
卒
が
兵
隊
な
ら
ば
、

ト
ン
ボ
・
チ
ョ
ウ
チ
ョ
も
川
の
う
ち
」
「
幡
砿
輸
卒
が
兵
隊
な
ら
ば

麺
信
柱
に
花
が
咲
く
」
な
ど
、
兵
隊
間
で
椰
楡
さ
れ
て
き
た
こ
と

と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
。
兵
姑
部
隊
そ
の
も
の
を
城
陽
に
お
け

る
非
城
川
瓜
と
し
て
脾
く
み
る
悠
弊
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ⅲ

時
の
輔
敢
輸
卒
と
は
、
輔
赦
（
軍
需
品
）
を
輸
送
す
る
非
戦
闘
員

の
荷
役
軍
夫
を
指
し
、
彼
ら
を
指
揮
す
る
蝋
重
兵
と
は
全
く
別
の

存
在
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
本
の
国
内
戦
闘
の
歴
史
か
ら
、
ほ
ぼ
抜
け
落
ち
た
「
兵
姑
」

に
関
す
る
視
点
を
、
折
々
の
戦
役
に
お
け
る
兵
姑
活
動
を
再
現
す

る
こ
と
で
当
時
の
交
通
や
物
流
、
戦
時
下
の
特
殊
な
地
域
経
済
の

一
端
を
僻
見
で
き
る
。
ま
た
、
兵
姑
行
動
に
詳
細
な
分
析
を
加
え

る
こ
と
で
、
そ
の
戦
役
哨
時
に
お
け
る
戦
術
・
戦
略
、
用
兵
の
思

想
的
背
獄
に
辿
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

本
論
碁
の
Ⅱ
的
は
こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
Ｅ

戦
争
の
主
体
は
、
城
川
を
行
う
蝋
隊
以
外
に
も
存
在
す
る
。
仲

徴
只
や
武
勝
頬
・
栂
食
・
賜
料
な
ど
、
賊
闘
資
材
や
戦
争
を
成
立

さ
せ
る
た
め
の
論
物
資
を
調
達
し
、
そ
れ
ら
を
給
養
・
運
搬
す
る

シ
ス
テ
ム
が
、
何
時
の
時
代
に
お
い
て
も
、
Ｎ
内
外
を
問
わ
ず
例

外
無
く
機
能
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
兵
姑
で
あ
る
。
一
九
枇
紀
の

軍
事
理
論
家
ア
ン
リ
・
ジ
ョ
ミ
ニ
は
、
そ
の
著
書
「
戦
争
概
論
」

（
一
一

で
、
兵
岾
を
、
軍
隊
を
動
か
し
補
給
す
る
実
際
的
〃
法
と
定
義
づ

け
て
い
る
Ⅱ

現
代
に
お
け
る
兵
姑
の
解
釈
は
、
一
般
的
に
、
戦
剛
部
隊
の
後

〃
に
あ
っ
て
砿
隊
の
戦
闘
力
を
維
持
し
、
継
続
的
に
作
帆
行
動
を

（Ｃ●二一

川
能
と
す
る
機
能
や
活
動
、
組
織
の
全
般
と
」
さ
れ
て
い
る
。
汕
接

的
な
戦
側
文
援
以
外
の
活
動
で
あ
り
、
兵
器
・
燃
料
・
食
料
な
ど

を
戦
闘
部
隊
へ
胴
け
る
補
給
、
兵
器
の
幣
備
と
修
卵
、
将
兵
の
医

療
や
拠
点
の
設
営
、
補
給
線
の
確
保
、
軍
需
物
品
の
調
達
と
保
有
・

符
耶
、
役
務
の
提
供
な
ど
が
あ
る
。
ル
コ
然
な
が
ら
そ
れ
ら
を
管
掌

す
る
会
計
部
署
も
含
む
。
Ⅱ
本
古
来
の
言
葉
で
は
、
狭
義
に
、
「
小

荷
駄
」
が
相
当
し
（
「
大
荷
駄
」
も
含
ま
れ
る
）
、
明
治
期
の
陸
軍

で
は
、
「
姑
」
を
中
継
点
と
理
解
し
て
、
英
語
の
１
０
９
・
ｌ
Ｓ
ｔ
・
Ｉ

Ｃ
Ｓ
を
、
「
兵
姑
補
給
」
と
訳
し
た
。

天
草
・
島
原
一
摸
の
後
、
幕
末
動
乱
期
ま
で
、
幕
藩
体
制
下
で

二
ｈ
年
以
上
の
平
穏
な
時
が
流
れ
た
。
そ
の
後
に
起
っ
た
第
一
次

挺
州
征
討
に
際
し
、
》
雅
干
府
の
下
令
し
た
川
兵
規
堆
は
、
腿
安
二
年

（
一
レ
ハ
川
几
）
に
柵
川
川
降
よ
り
幕
府
に
‐
‐
』
礎
さ
れ
た
叩
投
令
の
改

圭
此
試
案
、
「
慶
安
軍
役
今
」
に
よ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
及
州
攻
め

の
動
ｕ
（
に
応
じ
た
諸
藩
に
お
い
て
も
、
戦
時
助
ｕ
体
川
・
巾
制
刷

新
を
新
規
に
研
究
し
た
形
跡
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
多
く
は
先

例
に
な
ら
う
こ
と
で
処
慨
さ
れ
、
近
一
肚
前
期
の
北
条
流
巾
学
課
、

（
Ⅲ
）

『
ｔ
鑑
用
法
」
な
ど
が
比
較
的
多
く
参
考
に
〉
（
「
］
れ
た
よ
う
だ
。
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兵
姑
の
規
模
や
組
織
構
造
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
総
決

算
を
意
味
す
る
椛
川
と
し
た
具
体
的
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

椚
川
叩
能
な
史
料
を
駆
使
し
、
全
体
の
兵
力
規
模
を
可
能
な
限
り

復
元
す
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
兵
姑
規
模
は
総
兵

力
の
規
棋
に
比
例
し
て
、
律
的
に
変
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
両
度

に
わ
た
る
腫
州
征
討
の
場
合
、
幸
い
に
も
熊
本
瀞
の
派
避
兵
〃
ｎ

体
に
側
す
る
公
的
な
記
録
は
少
な
く
な
い
。
第
二
次
征
討
で
は
、

第
一
次
柾
討
の
教
訓
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、

幕
末
動
乱
川
の
熊
本
藩
に
お
け
る
本
格
的
実
戦
展
開
の
端
緒
、
す

な
わ
ち
第
一
次
長
州
征
討
に
焦
点
を
絞
り
、
従
来
顧
み
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
同
藩
に
お
け
る
兵
姑
活
動
に
光
を
あ
て
る
こ
と
に
し

た
。注
目
す
べ
き
は
、
武
士
以
外
の
階
層
か
ら
機
略
と
胆
力
に
富
ん

だ
人
材
を
選
び
、
兵
姑
物
資
の
調
達
と
輸
送
、
さ
ら
に
は
兵
姑
経

路
の
川
発
に
従
伽
さ
せ
、
諜
鞭
・
探
索
に
も
卵
た
ら
せ
た
獅
例
が

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
緑
水
か
ら
維
新
期
に
か

け
て
、
熊
本
鮒
叩
編
成
近
代
化
の
流
れ
の
一
端
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
だ
ろ
う
炉
一
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
主
と
し
て
一
．
肥
後
滞
剛

事
史
料
」
巻
五
と
巻
六
の
収
救
史
料
群
、
お
よ
び
熊
本
大
学
附
属

図
沸
航
寄
託
水
行
文
庫
に
お
け
る
「
覚
帳
」
や
「
達
帳
」
と
い
っ

た
藩
政
文
什
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
い
く
。

元
治
元
年
（
一
八
六
川
）
八
Ⅱ
、
第
一
次
長
州
戦
争
に
お
け
る

熊
本
勝
の
噸
役
規
模
は
、
慶
安
二
年
（
一
六
Ｎ
九
）
改
訂
の
「
御

叩
役
人
数
割
」
に
よ
る
も
の
で
、
御
役
付
と
し
て
次
の
よ
う
に
定

ま
っ
て
い
た
。「
ｈ
一

一
史
料
’
一

①
公
儀
御
役
付

高
拾
万
石
二
付
馬
上
百
七
拾
騎

鉄
炮
三
百
五
拾
挺

弓
六
拾
張

鎗
百
五
拾
本
但
持
鎗
共
一
一

旅
戴
拾
本

右
ノ
常
リ
ー
而

岡
九
拾
Ｗ
刀
石
分
脇
化
几
而
拾
八
騎

鉄
炮
千
八
両
九
１
挺

心
三
面
Ⅱ
四
振

鈴
八
面
拾
本

縦
、
八
本

第
一
次
長
州
征
討
に
お
け
る
熊
本
藩
の
出
兵
規
模

噸
役
規
模
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②
此一
脇
近
胸
乗
合
九
両
七
拾
人

一
外
二
賜
乗
ノ
中
小
姓
合
四
面
八
人

一
家
１
ノ
鳩
乗
合
五
両
五
拾
人

一
脇
近
ノ
疋
岻
干
し
両
人

一
右
と
外
家
中
ノ
足
軽
千
四
百
九
拾
人

Ｕ
上

（
※
本
史
料
の
包
紙
に
は
、
「
子
十
番
光
尚
公
御
大
守
ｉ
上

被
世
候
御
人
数
積
等
御
書
附
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
細
川

光
尚
時
代
の
覚
書
で
あ
る
）

高
一
○
万
石
当
り
御
役
付
の
規
矩
を
熊
本
藩
の
朱
印
高
五
四
万
石

で
換
算
す
れ
ば
、
①
の
「
公
儀
御
役
付
」
に
み
え
て
い
る
よ
う
に
、

馬
上
九
一
八
騎
、
鉄
炮
一
八
九
○
挺
、
弓
三
二
四
張
、
鎖
八
一
○

本
、
旅
が
一
○
八
本
と
な
る
。
⑨
の
「
此
」
に
計
上
さ
れ
て
い
る

人
数
は
、
の
に
規
定
さ
れ
た
実
質
的
戦
側
娑
ｕ
の
想
定
人
数
と
思

わ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
馬
乗
と
表
記
さ
れ
て
い
る
人
数
介

計
は
一
九
二
八
人
、
疋
鋒
〈
Ⅱ
計
で
三
一
八
○
人
と
な
り
、
総
兵
力

五
○
七
八
人
が
算
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
の
軍
撫
編
成
の
基
礎
と
な
っ

た
数
字
で
あ
り
、
第
一
次
～
二
次
の
災
州
征
討
に
臨
ん
で
も
、
こ

れ
ら
の
規
如
は
雌
き
て
い
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

御
役
付
に
規
定
さ
れ
て
い
る
糊
成
内
容
を
検
討
し
て
お
く
。
、
）

「
公
儀
御
役
付
」
に
よ
る
朱
印
商
叫
り
の
規
知
を
熊
本
藩
の
実
怖
に

対
照
し
て
組
し
げ
た
兵
力
が
、
②
の
「
党
」
に
記
さ
れ
て
い
る
内

秤
で
あ
る
。
「
脇
近
」
と
は
、
「
家
中
」
と
の
対
比
よ
り
、
防
胞
お

よ
び
征
御
家
人
二
領
一
疋
な
ど
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
Ⅱ
「
小
小
仙
」

と
「
家
中
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
直
臣
で
あ
る
。
「
疋
峰
」
も
家

中
の
疋
蝿
と
、
そ
れ
以
外
の
足
軽
（
脇
近
の
足
絲
）
が
衣
現
さ
れ

て
い
る
。
注
意
を
典
す
る
の
は
、
「
公
儀
御
役
付
」
に
祀
收
さ
れ
た

内
容
が
戦
闘
要
ｕ
に
の
み
限
っ
た
規
抓
で
あ
る
こ
と
。
つ
ま
り
兵

姑
に
関
す
る
鞭
々
に
つ
い
て
は
、
各
藩
に
お
い
て
巾
役
を
完
全
随

行
す
る
た
め
、
盗
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
「

次
に
、
①
と
②
よ
り
具
体
的
な
戦
力
を
把
握
し
て
お
く
「
》
の
に

規
定
さ
れ
て
い
る
「
馬
上
九
百
拾
八
騎
」
に
対
し
て
藩
の
想
定
し

た
数
字
は
、
「
脇
近
馬
乗
合
九
百
七
拾
人
」
「
外
二
馬
乗
ノ
巾
小
姓
合

川
面
八
人
」
「
家
中
ノ
馬
乗
合
五
百
冗
拾
人
」
で
、
鹸
大
必
渓
馬
数

は
一
九
二
八
頭
に
も
及
ぶ
。
こ
れ
ら
は
も
ち
ろ
ん
机
上
の
計
数
と

似
わ
れ
、
た
と
え
ば
馬
乗
り
の
巾
小
姓
四
○
八
人
と
い
う
も
の
の
、

彼
ら
が
全
て
騎
馬
に
拠
っ
た
と
は
ぢ
え
難
い
。
歩
兵
（
疋
帷
中
心
）

の
脂
椰
向
と
し
て
徒
ｔ
に
編
成
さ
れ
た
杵
も
柑
刈
数
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

家
中
士
の
馬
乗
り
も
Ⅲ
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
脇
近
蝿
恥
り
の
ｋ

体
は
在
御
家
人
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
概
数
で
几
し
○
駒
の

人
半
を
占
め
て
い
た
と
み
て
よ
い
ｃ

以
上
の
こ
と
か
ら
、
仮
に
、
「
賜
乗
の
中
小
雌
」
の
半
数
、
「
家

叩
の
馬
恥
」
の
半
数
が
騎
馬
に
拠
っ
た
と
し
て
、
在
御
家
人
ら
の
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八
割
ほ
ど
を
騎
馬
人
員
と
す
れ
ば
、
合
計
お
よ
そ
一
五
○
○
騎
弱

と
な
る
。
馬
乗
階
層
は
上
士
と
下
士
、
換
言
す
れ
ば
将
校
と
下
士

官
に
相
当
し
、
主
た
る
任
務
は
本
陣
護
衛
の
ほ
か
、
突
撃
・
突
破

戦
力
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
す
べ
て
騎
馬
兵
力
で
あ
り
、
兵
姑
物
資

を
輸
送
す
る
小
荷
駄
隊
に
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
②
の

党
に
み
る
総
計
五
○
七
八
人
の
他
に
、
数
千
人
規
模
の
兵
姑
部
隊

か
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
一
○
月
、
熊
本
藩
は
京
都
に
あ
っ
た

征
長
総
督
（
尾
張
藩
主
徳
川
慶
勝
）
の
補
佐
役
、
鳴
瀬
隼
人
正

（
尾
張
藩
附
家
老
）
よ
り
書
面
で
、
軍
団
の
目
印
た
る
族
旗
・
小
印

の
図
面
ほ
か
の
事
柄
に
つ
い
て
何
答
を
も
と
め
ら
れ
て
い
た
。
本

稿
と
の
関
連
か
ら
三
項
Ⅱ
を
抽
出
し
、
対
照
し
て
み
る
。

一

史
一一料
御箙２

へ重へ兵－３
回役回之

一答井答惣
手一隊一数
小々働陪
倉之人卒
援長数迄

番傭兵姓凡之
頭頭名一人

承万数
田寺志沼知人者
中尾水田度内承
八ノＬ久勘事外知

孟：
郎郎馬解
兵左助由

Ｎ事衛衛
門

御
座
候
事

惣
人
数
二
千
五
百
余

石
之
通
八
月
十
六
日
よ
り
出
張
仕
居
候

一
手

家
老
有
粁
将
監

番
頭
二
人

一
手

備
頭
溝
口
蔵
人

番
頭
二
人

一
手

家
老
長
岡
帯
刀

一
手

末
家
細
川
豊
前
守

本
陣

舎
弟
長
岡
艮
之
助

一
門
之
内
一
手

『
出
張
之
道
路
井
御
國
許
よ
り
長
防
迄
之
里
数
承
知
致
度
事

（
川
騨
）
熊
本
よ
り
小
倉
迄
川
十
査
収
半
余
、
小
倉
よ

り
長
州
下
関
迄
海
上
三
里

熊
本
よ
り
小
倉
迄
凡
六
・
七
日
経
到
着
之
見
込
御
座

候
事
、

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
熊
本
藩
で
は
、
小
倉
へ
の
派
兵
構
想
を
、

五
手
に
本
陣
を
加
え
た
合
計
六
手
の
一
万
人
内
外
に
定
め
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
五
手
の
う
ち
未
家
細
川
豊
前
守
の
一
手

は
、
支
藩
宇
土
方
の
兵
力
で
あ
り
、
「
凡
一
万
人
内
外
」
の
数
に
計

上
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
熊
本
よ
り
小
倉
ま
で
の
行
程

は
川
十
一
里
半
余
と
見
積
り
、
小
倉
よ
り
下
関
ま
で
を
海
上
三
里

に
見
立
て
て
い
た
。
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術
（
そ
な
え
）
と
は
、
中
世
後
期
か
ら
近
世
を
通
し
て
戦
時
に

編
成
さ
れ
た
部
隊
で
、
足
職
隊
（
鑓
・
鉄
砲
・
弓
）
・
騎
馬
隊
・

小
荷
駄
隊
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
独
立
し
た
作
戦
行
動
を
と
れ
る
軍

隊
の
基
本
単
位
で
あ
る
。
熊
本
藩
の
場
合
、
第
一
次
長
州
征
討
に

参
考
ま
で
に
、
「
肥
後
藩
國
事
史
料
」
巻
五
よ
り
、
第
一
次
長
州

征
討
に
お
け
る
熊
本
藩
の
州
兵
状
況
を
表
に
整
理
し
て
お
く
。
な

お
、
出
征
兵
力
（
人
数
）
に
つ
い
て
は
、
「
人
馬
差
支
」
「
宿
所
整

い
兼
ね
」
な
ど
の
理
由
に
よ
る
「
追
々
進
発
」
が
あ
り
、
史
料
に

（
上
）

あ
ら
わ
れ
た
全
兵
力
が
一
隊
と
な
っ
て
出
征
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

兵
姑
人
馬
の
徴
用
が
済
み
次
第
、
ま
た
、
中
間
・
小
者
な
ど
を
農

村
・
川
部
よ
り
抱
え
込
み
次
第
、
順
次
出
発
す
る
の
で
、
最
終
的

に
表
中
の
人
数
と
は
若
干
の
剛
鵬
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

〈
表
１
〉

２
術
の
実
態

鮠liilii 刑期順
閣
川
一
出
低
回
川
『
川
ゴ
ー
容
備
初
潮
刺
制
劉
矧
川
Ⅲ
‐
］

:lilili

二
二
九
一
一
一

四
四
○

五
四
三
六

llMi
合
計
一
万
一
九
五
四
人

お
け
る
一
備
は
、
定
員
お
よ
そ
一
七
○
○
名
に
加
え
て
、
在
御
家

人
一
○
○
人
、
そ
の
他
を
含
め
て
約
二
○
○
○
人
前
後
と
想
定
さ

（
八
）

れ
て
お
り
、
後
世
の
近
代
的
軍
隊
に
お
け
る
一
二
～
四
個
大
隊
ほ
ど

の
規
模
に
あ
た
る
。
小
倉
へ
は
、
公
儀
御
役
付
に
よ
り
、
阿
隊
の

備
え
が
出
陣
し
た
。
そ
の
第
一
陣
、
洲
川
勘
解
川
の
率
い
る
一
悉

備
の
内
容
を
み
て
お
こ
う
□

（
几
｝

【
史
料
３
］

［
北
岡
文
脈
輯
録
］

（
警
衛
出
兵
人
数
従
元
治
元
年
至
明
治
元
年
十
二
月
坂

本
彦
衛
調
の
内
）

八
月

一
長
防
御
裁
許
二
就
て
小
倉
へ
応
接
ス
ヘ
キ
旨
命
セ
ラ
レ
タ
リ
、

因
テ
備
頭
沼
田
勘
解
由
組
共
當
月
初
旬
ヨ
リ
追
々
二
出
張
、

沼
川
勘
解
川
術
頭

四
人

番
頭
弁
番
頭
格

（
※
志
水
久
馬
助
・
松
山
椎
兵
衛
ほ
か
）

二
十
二
人

物
頭
井
物
頭
格

察
小
畠
冨
太
・
金
森
兵
左
衛
門
ほ
か
）

四
百
三
十
五
人
馬
廻
内
九
十
七
人
大
筒
千

三
百
六
拾
九
人
徒
士
内
五
十
六
人
大
筒
手

四
百
七
十
一
人
足
軽

▼
二
百
十
八
人
仲
間

6４



▼
百
九
拾
六
人
雑
人

沼
田
勘
解
由
家
来

五
十
七
人
陪
士

八
十
五
人
足
軽

▼
三
十
六
人
仲
間

▼
百
四
拾
弐
人
雑
人

番
頭
以
下
家
来

六
十
四
人
陪
士

三
十
七
人
足
軽

▼
二
十
人
仲
間

▼
百
三
十
六
人
雑
人

惣
合
二
千
二
百
九
十
三
人

※
（
▼
印
は
筆
者
。
兵
姑
部
署
と
推
定
匹
一
合
計
七
四
八
人
）

こ
こ
に
み
る
「
大
筒
手
」
の
実
態
は
、
『
肥
後
藩
國
事
史
料
」
の

各
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
史
料
に
表
れ
て
い
な
い
□
大
筒
、
す
な

わ
ち
現
在
我
々
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
洋
式
大
砲
で
あ
れ
ば
、

照
準
手
・
装
填
手
・
射
手
が
最
低
限
必
要
で
あ
り
、
他
に
も
弾
薬

を
補
充
す
る
係
や
、
射
撃
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
砲
隊
指
揮
所
と

の
連
絡
要
員
も
要
る
。
つ
ま
り
、
幕
末
期
の
砲
戦
展
開
に
は
、
｜

門
あ
た
り
少
な
く
と
も
四
～
五
人
の
武
士
が
直
接
的
運
用
に
関
わ
っ

て
い
た
□
こ
れ
に
加
え
て
、
弾
薬
や
重
い
大
砲
を
戦
場
ま
で
牽
引

し
搬
送
す
る
軍
夫
が
あ
り
、
直
接
運
用
者
に
数
倍
す
る
人
数
が
必

要
と
な
る
ｃ

馬
廻
四
一
一
一
ｎ
人
と
徒
士
合
計
三
六
九
人
の
う
ち
、
大
筒
手
は
、

そ
れ
ぞ
れ
九
七
人
と
五
六
人
で
、
計
一
五
三
人
と
な
っ
て
い
る
ｃ

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）
廃
藩
置
県
の
際
、
明
治
新
政
府
が
諸
藩

に
保
有
武
器
調
査
を
命
じ
た
折
の
熊
本
藩
の
大
砲
総
数
は
一
○
八
門

一
一
（
い
）

（
う
ち
旋
条
砲
七
一
一
門
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
二
次
長
州
征
討

以
降
の
軍
事
近
代
化
に
よ
る
結
果
で
あ
り
、
第
一
次
出
征
時
点
に

お
け
る
数
量
は
、
多
く
見
積
も
っ
て
も
、
こ
の
調
査
時
点
の
計
数

か
ら
半
数
以
下
に
割
り
引
い
て
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
□

沼
川
備
の
出
征
に
お
い
て
も
、
複
数
門
の
大
砲
が
小
倉
へ
牽
引

さ
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
に
み
る
「
大
筒
」
の
大
半

は
、
砲
車
に
架
設
さ
れ
た
大
砲
で
は
な
く
、
「
抱
え
大
筒
」
、
つ
ま

り
砲
手
が
抱
え
持
つ
大
口
径
の
火
縄
式
種
子
島
と
み
ら
れ
る
。
重

量
二
○
匁
か
ら
一
○
○
匁
程
度
ま
で
の
弾
几
を
発
射
す
る
が
、
三

匁
半
程
度
の
弾
丸
を
使
用
す
る
小
筒
（
小
銃
）
と
比
較
す
れ
ば
、

大
筒
の
重
量
は
数
倍
か
ら
一
○
倍
ほ
ど
に
も
な
り
、
そ
の
取
り
扱

い
は
格
段
に
困
難
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
大
筒
手
自
身
が
十
分
な

肉
体
鍛
練
を
す
る
と
同
時
に
、
移
動
の
際
、
抱
え
大
筒
を
担
う
屈

強
な
武
家
奉
公
人
（
若
党
・
中
間
・
小
者
）
を
雇
う
必
要
が
あ
っ

た
□史
料
巾
の
、
番
頭
・
番
頭
格
、
物
頭
・
物
頭
格
、
馬
廻
は
、
そ

の
術
に
お
け
る
上
級
か
ら
下
級
ま
で
の
各
級
指
揮
官
（
将
校
）
階
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層
で
あ
る
□
馬
廻
は
、
馬
上
に
あ
る
か
否
か
別
と
し
て
、
基
本
的

に
馬
乗
り
の
将
校
階
層
で
あ
り
、
部
隊
最
高
指
揮
官
の
護
衛
と
機

動
〃
を
利
し
た
奇
襲
・
突
撃
を
主
任
務
と
し
て
い
る
。
全
部
を
合

計
す
る
と
四
三
一
一
騎
と
な
る
が
、
他
の
幕
軍
兵
力
で
充
満
し
て
い

る
は
ず
の
小
倉
へ
駒
を
揃
え
て
進
駐
す
る
こ
と
は
な
く
、
三
分
の

一
弱
が
大
筒
手
に
編
成
さ
れ
、
残
り
三
分
の
二
強
が
騎
馬
隊
・
銃

隊
（
歩
兵
）
と
み
ら
れ
る
。

馬
は
精
鋭
の
騎
馬
兵
力
の
他
に
も
必
要
で
あ
っ
た
。
洋
式
大
砲

を
牽
引
す
る
娩
馬
、
各
術
の
輪
軍
部
Ⅲ
と
本
川
伽
の
駄
賜
も
机
引

数
に
の
ぼ
る
ｃ
こ
れ
ら
は
、
武
士
の
飼
い
胸
で
は
な
く
、
村
〃
の

腿
柳
馬
を
徴
川
す
る
こ
と
で
允
阯
で
き
た
Ⅱ
馬
の
数
は
山
科
叩
に

表
れ
な
い
の
で
特
定
で
き
な
い
が
、
次
に
示
す
明
治
維
新
後
の
統

計
を
参
照
す
る
と
、
幕
末
期
の
熊
本
航
内
に
お
い
て
も
、
鶏
し
い

数
の
農
耕
蝿
の
存
在
を
う
か
が
わ
せ
る
。

〈
明
治
一
二
年
二
八
七
九
）
調
査
〉
『
熊
本
縣
概
表
」
よ
り

牝
馬
七
〃
七
八
八
五
牡
馬
三
万
四
一
一
二

合
計
一
○
万
八
三
○
七
頭

〈
明
治
一
四
年
調
査
〉
「
明
治
前
期
熊
本
県
農
業
統
計
一

牝
馬
八
万
二
七
○
四
咄
馬
一
一
一
万
一
七
五
二

合
計
二
万
四
四
五
六
頭

各
々
の
術
の
中
に
は
兵
姑
部
門
（
小
荷
駄
隊
）
が
配
置
さ
れ
て

い
る
。
現
代
川
語
で
は
、
「
輔
重
」
が
そ
れ
に
相
当
し
、
総
大
将
の

束
ね
る
本
陣
術
に
は
さ
ら
に
大
規
模
な
小
荷
駄
隊
が
置
か
れ
て
い
た
。

第
一
次
長
州
征
討
で
は
、
藩
主
の
弟
、
細
川
良
之
助
が
本
陣
を
受

け
持
っ
て
い
る
“
火
部
隊
が
出
陣
す
る
と
、
そ
の
消
耗
す
る
物
資

は
大
賊
か
つ
多
岐
に
わ
た
り
、
食
糊
や
朋
料
、
衣
料
に
革
靴
な
ど

が
あ
っ
た
□
城
川
が
開
始
さ
れ
る
と
、
武
器
・
弾
薬
・
医
旅
砧
の

大
斌
補
給
を
必
要
と
し
、
こ
の
こ
と
が
、
多
く
の
大
方
を
必
要
と

す
る
所
以
で
も
あ
る
。
小
倉
に
第
一
帥
と
し
て
進
駐
し
た
沼
川
備

一
《
二
九
三
人
の
内
訳
は
、
軍
夫
（
大
方
）
七
川
八
人
、
残
る
一
丘

四
五
人
が
歩
兵
を
中
心
と
し
た
兵
力
で
あ
り
、
総
勢
の
三
割
以
し

が
兵
姑
要
員
と
み
な
さ
れ
る
。

小
荷
駄
隊
は
、
原
則
と
し
て
備
隊
列
の
最
後
尾
に
組
み
込
ま
れ

て
お
り
、
隊
列
に
随
従
し
て
動
く
。
た
だ
し
、
常
に
補
給
の
川
を

生
じ
る
こ
と
か
ら
、
分
派
の
一
隊
か
小
規
模
の
護
衛
兵
力
を
伴
い
、

補
給
基
地
と
戦
場
と
の
間
を
活
動
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
さ

ら
に
、
戦
闘
の
見
込
ま
れ
る
地
域
へ
、
術
の
先
が
け
と
し
て
物
資

調
達
担
当
の
役
人
ら
が
乗
り
込
む
こ
と
も
あ
る
□
部
隊
の
死
活
を

一
一
兵
姑
の
展
開

１
兵
端
配
備
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左
府
す
る
、
誠
に
敢
妥
な
部
将
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
荷
駄
奉
行

に
は
、
許
来
よ
り
侍
大
将
格
の
熟
練
の
家
臣
を
橘
い
た
。

沼
田
勘
解
山
の
傭
を
み
る
と
、
小
荷
駄
奉
行
は
備
頭
の
次
座
に

（
一
一
一
一
）

あ
り
、
番
頭
よ
り
も
上
位
の
着
座
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
細
川

良
之
助
の
本
陣
備
に
お
い
て
は
、
小
荷
駄
奉
行
附
と
し
て
一
領
一

（
｜
川
）

疋
一
二
○
名
が
付
け
置
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
小
荷
駄
隊
が
、
荷

車
や
駄
賜
に
兵
幟
な
ど
を
積
城
し
て
移
動
す
る
、
機
動
性
に
欠
け

た
帆
闘
〃
の
脆
弱
な
部
隊
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
□
彼
ら
は
、
小
術

駄
奉
行
の
護
衛
と
在
郷
よ
り
徴
発
さ
れ
た
躯
大
の
監
督
を
勤
め
て
い

た
。
術
に
お
け
る
基
本
的
な
隊
列
編
成
の
事
例
を
、
熊
本
藩
で
も

参
考
に
さ
れ
た
「
行
列
備
押
」
（
「
ｔ
鑑
用
法
こ
よ
り
整
理
し
て
お

（
ｘ
）

く
。
な
お
、
こ
の
場
ヘ
ロ
は
本
陣
備
の
事
例
で
あ
り
、
各
手
術
の
場

合
は
、
⑤
の
位
腿
に
備
頭
の
一
隊
が
裾
わ
る
こ
と
に
な
る
。

〈
隊
列
順
〉

｛
⑪
航
（
足
峰
・
足
梶
大
将
）

②
長
衲
（
足
軽
・
踵
柄
奉
行
）

③
士
大
将
（
組
頭
・
旗
指
・
旗
奉
行
）

の
〕
旗
本
組
（
足
軽
・
長
柄
・
総
旗
・
外
様
之
騎
馬
・
筒
・
弓
・

鈴
・
使
武
者
・
近
習
騎
馬
・
歩
卒
な
ど
）

⑤
御
人
将
（
御
団
扇
・
御
馬
験
・
御
大
将
・
足
軽
長
柄
旗
指
・

殿
足
帷
・
中
間
・
小
者
ほ
か
）

⑥
後
術
（
腕
木
）

一
⑦
小
荷
駄

こ
の
よ
う
に
小
荷
駄
隊
は
、
進
叩
時
、
備
本
隊
の
厳
後
足
に
あ
っ

て
最
も
攻
撃
を
受
け
や
す
い
位
置
に
あ
り
、
後
退
す
る
際
に
は
、

進
撃
の
隊
列
が
そ
の
ま
ま
後
退
方
向
に
転
回
す
る
の
で
、
実
質
的

に
殿
（
し
ん
が
り
）
を
構
成
す
る
。
｜
「
行
列
備
押
」
に
み
る
隊
列
は
、

戦
闘
隊
形
そ
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
細
部
は
各
藩
に
よ
っ
て
異
な
る

と
思
わ
れ
、
熊
本
藩
で
も
実
戦
展
開
に
臨
み
、
多
少
独
、
の
編
成

が
採
川
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

次
に
、
術
に
配
置
さ
れ
た
兵
岾
要
貝
（
役
人
）
の
実
例
を
川
Ⅲ

勘
解
由
の
術
に
み
て
お
こ
う
。

」
Ｃ
・
、
｜

←
’
二
Ｊ
一

【
史
料
４
］

文
久
四
年
正
月
［
御
在
國
日
記
］
八
月
十
八
ｎ
ノ
條

一
御
備
組
且
附
属
共
惣
人
数
昨
日
御
奉
行
え
及
取
遺
世
候
虚
、

大
略
之
志
ら
へ
一
而
究
粋
と
人
数
未
タ
相
分
兼
候
由
二
而
差
廻

り
来
候
人
数
付
、
左
と
皿
、

二
軍
人

御
備
頭

一
口
几
拍
人

炮
術
師
役
乎
士
三
人
門
弟
共

▼
｜
壹
人

上
着
座
小
荷
駄
奉
行
内

一
萱
人

無
役
着
座

五
拾
人
上
席

一
弐
人

御
番
頭

九
拾
七
人
軽
輩

玉
軍
人

御
鉄
炮
五
拾
挺
頭
組
共
一
壹
人
御
奉
行

一
弐
人

右
側
三
拾
挺
頭
組
共
一
萱
人
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▼
一
弐
人

▼
一
弐
人

▼
一
五
人

▼
一
三
人

工
堂
人

一
壹
人

一
八
拾
人
程

二
宣
人

一
弐
人

一
四
人

一
四
人

一
弐
人

御
奉
行
所
士
席
根
取

右
何
弐
拾
挺
頭
組
共
一
弐
人
同
所
御
物
神

右
同
拾
挺
頭
組
共

一
八
人

御
奉
行
え
被
差
添
候
御
掃
除
頭
支
配

右
同
五
拾
挺
之
副
頭
一
五
人

御
拙
除
力
支
配
熈
前
之
者

右
同
三
拾
挺
之
副
頭
一
壹
人
御
日
附

御
番
方
組
脇

二
宣
人御
Ⅱ
附
付
御
横
Ⅱ

御
旗
奉
行

▼
｜
壹
人
御
勘
定
頭

御
番
万
弐
組

▼
｜
壹
人

勘
定
所
根
取

御
使
祈

▼
一
八
人

御
勘
定
所
物
書

御
勝
手
方
附
所
々
御
横
目▼
一
登
人

御
具
足
支
配
役
御
鉄
炮
御
弓
支
配
役

兵
糧
米
等
請
払
役
▼
一
壹
人
御
武
器
支
配

金
銀
銭
宰
領

▼
一
拾
七
人

御
天
守
力
下
傳
役
井
御
細
工
人
共

御
医
師

一
九
人

歩
御
小
姓
代
共

▼
｜
壹
人

御
馬
医

一
六
人
御
昇
之
者

一
壹
人

御
儒
徹

一
三
拾
人
一
領
一
正

一
六
人

歩
御
使
番

▼
一
Ｗ
人天
文
師
役
門
弟
共

▼
二
冤
人

陳
場
奉
行
御
作
事
所
Ⅱ
附
内

▼
一
七
人

御
作
珈
所
根
取
以
下
三
人
職
縦

一
三
拾
人
陳
場
奉
行
差
添
地
筒

以
上

※
合
計
四
○
五
人

※
▼
印
は
縦
杵
（
兵
姑
部
将
と
想
定
）

兵
姑
部
署
と
想
定
し
た
役
人
を
書
き
上
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
小

荷
駄
奉
行
一
名
が
お
り
、
御
勝
手
方
附
横
目
が
三
名
、
米
銀
の
出

納
役
に
兵
粗
米
等
請
払
役
・
金
銀
銭
宰
領
の
計
七
名
が
み
え
る
。

医
師
と
賜
医
で
計
三
名
、
陳
（
陣
）
場
奉
行
御
作
獅
所
Ⅱ
附
と
作

事
所
板
取
で
計
八
名
、
さ
ら
に
勘
定
〃
系
統
に
は
勘
定
頭
以
下
物

評
ま
で
七
名
が
お
り
、
具
足
や
武
器
類
、
天
守
方
の
職
人
で
合
計

一
九
狢
を
数
え
る
。
鮫
後
の
天
文
師
役
門
弟
共
川
名
は
、
駈
壕
抑

り
や
壕
舎
設
営
、
水
路
抓
削
な
ど
の
築
城
部
門
で
測
地
を
担
当
し

た
面
々
で
あ
ろ
う
。
総
計
五
九
名
が
推
定
さ
れ
る
〒
｜
彼
ら
の
下
に
、

多
く
の
足
軽
や
中
間
・
小
者
、
雑
人
と
表
記
さ
れ
た
徴
Ⅲ
軍
夫
が

い
た
。

兵
姑
配
備
は
、
狭
義
に
は
各
備
に
限
定
さ
れ
る
が
、
広
義
の
兵

姑
を
考
え
る
場
合
、
兵
姑
関
連
の
指
揮
命
令
系
統
の
中
で
、
最
上
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有
史
以
来
、
戦
争
は
、
商
業
者
の
関
わ
り
な
し
に
成
立
し
え
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
古
来
よ
り
民
間
人
の
協
力
を
得
る
必
要
が
あ
っ

た
。
物
資
お
よ
び
物
流
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
商
人
で
あ
り
、

城
川
時
代
の
Ⅱ
本
で
は
、
多
く
の
商
人
が
理
財
向
と
し
て
綴
川
さ

れ
て
い
る
。
広
く
知
ら
れ
て
い
る
諏
例
で
は
、
堺
の
築
極
商
小
内

隆
佐
が
あ
げ
ら
れ
る
。
隆
佐
は
、
豊
に
秀
吉
の
家
臣
と
な
り
、
河

内
・
和
泉
両
国
に
お
け
る
豊
臣
家
蔵
入
地
の
代
官
に
任
命
さ
れ
、

天
正
一
五
年
二
五
八
七
）
の
九
州
征
伐
で
は
、
兵
糧
補
給
を
担

当
し
た
こ

隆
佐
の
次
男
小
西
行
長
や
美
濃
の
油
売
り
か
ら
成
り
上
が
っ
た
斎

膿
道
三
の
よ
う
に
、
大
名
ま
で
川
世
し
た
鞭
例
も
み
ら
れ
る
。
城

級
か
ら
雌
木
端
ま
で
を
兇
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ

ち
、
熊
本
の
本
憐
と
各
備
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
殿
末
端
の
調
達
現

場
ま
で
を
含
む
範
囲
で
あ
る
。
指
揮
命
令
系
統
か
ら
見
渡
す
に
し

て
も
、
縦
系
統
の
み
で
は
な
く
、
横
の
広
が
り
や
交
差
す
る
部
分

を
把
握
し
、
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

そ
の
縦
と
横
の
ク
ロ
ス
す
る
部
分
こ
そ
、
杣
木
町
茂
平
次
の
よ
う

な
町
人
や
農
比
階
屑
か
、
兵
姑
の
重
要
な
榊
成
肴
と
し
て
活
蹄
で

き
る
場
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

２
民
間
人
の
登
用

川
時
代
も
文
禄
・
慶
挺
の
役
も
、
商
人
の
協
力
な
し
に
職
い
抜
く

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
単
に
物
資
と
物
流

の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
み
で
は
な
く
、
大
名
に
資
金
を
供
給
す

る
立
場
に
あ
り
、
と
く
に
近
世
大
名
の
財
政
に
関
し
て
は
、
商
人

の
経
済
力
な
し
に
成
立
不
可
能
で
あ
っ
た
ｃ
故
に
兵
姑
と
は
、
単

に
軍
需
品
の
調
達
・
輸
送
と
い
っ
た
物
流
に
限
ら
ず
、
金
融
を
含

め
て
、
戦
争
継
続
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
物
理
的
背
景
を
指
す
と
剛

解
す
べ
き
で
あ
る
。

Ⅱ
本
の
戦
圃
時
代
で
は
、
敵
地
の
作
毛
を
刈
り
取
っ
て
兵
糊
に

充
て
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
般
的
に
戦
闘
時
の
食
料
は
、
弁
で

―
―
し
一

あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
の
軍
隊
は
、
本
稿
の
事
例
に
み
る
よ
う

に
、
不
完
全
な
が
ら
も
、
そ
の
内
部
に
兵
姑
を
担
当
す
る
補
給
部

隊
を
設
け
、
分
業
体
制
の
軍
川
に
編
成
さ
れ
て
い
た
。
小
荷
駄
の

徴
発
に
応
じ
る
こ
と
は
領
民
の
義
務
と
し
て
認
識
さ
れ
、
仙
々
の

村
々
よ
り
而
高
に
応
じ
て
負
担
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、

兵
士
は
兵
糊
携
帯
の
義
務
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
Ｍ

戦
場
で
は
、
戦
闘
で
生
じ
る
人
的
・
物
的
損
失
の
継
続
的
な
補

填
か
要
求
さ
れ
、
前
線
に
兵
貝
と
物
資
を
補
給
し
続
け
る
必
要
が

あ
る
。
第
一
次
長
州
征
討
に
お
け
る
熊
本
藩
の
事
例
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
幕
末
に
は
、
軍
隊
の
維
持
と
運
用
に
関
わ
る
基
本
的
な

活
動
が
軍
一
視
き
れ
、
計
両
的
・
組
織
的
な
補
給
体
制
が
構
築
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
現
代
的
兄
方
を
す
れ
ば
、
広
範
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
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グ
の
手
法
に
よ
る
作
戦
展
開
が
な
さ
れ
て
こ
そ
、
遂
行
可
能
な
任

務
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
行
で
き
た
の
が
商
人
階
肘
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
杣
木
町
茂
平
次
と
は
、
い
か

な
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

彼
は
第
一
次
躍
州
征
討
洲
時
、
熊
本
藩
の
軍
学
者
で
鉄
炮
十
挺
皿

小
川
川
人
の
折
押
下
に
あ
っ
て
、
主
に
巾
柵
の
調
達
と
兵
姑
路
の

策
定
、
さ
ら
に
探
索
・
諜
報
の
征
に
Ⅲ
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

川
桁
維
新
後
の
去
就
は
不
明
で
あ
る
。
慶
応
三
年
二
八
六
七
）

七
Ⅱ
、
功
絞
に
よ
り
、
山
本
御
郡
代
か
ら
御
郡
方
へ
士
席
浪
人
格

の
二
代
机
続
を
稟
議
申
請
さ
れ
、
そ
れ
を
受
理
し
た
御
郡
方
役
人

を
経
て
、
次
の
よ
う
な
会
議
が
御
郡
方
奉
行
衆
に
上
申
さ
れ
て
い

る
ご

｛
一
人
）

［
史
料
５
］

比
外
探
索
二
付
而
什
深
敵
地
へ
も
忍
渡
、
所
々
隠
勝
い
た
し
逸

稜
御
仙
利
二
州
成
候
儀
荷
別
段
之
功
紋
、
商
家
之
打
一
一
片
が
特

之
心
得
カ
ニ
付
、
ｈ
功
業
彼
是
被
取
來
候
、
、
此
節
上
席
浪
人

格
二
代
机
縦
被
仰
付
候
Ⅲ
者
如
何
程
二
町
有
御
座
哉
、

本
件
決
蚊
に
つ
い
て
は
、
「
辰
二
月
一
「
Ⅱ
申
渡
済
」
と
朱
書
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
申
請
ど
お
り
に
裁
可
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
Ⅱ

茂
平
次
は
杣
水
川
肌
身
の
米
尾
と
み
ら
れ
、
熊
本
城
下
に
Ｍ
業
の

剛
ｕ
も
多
く
、
小
倉
城
下
周
辺
の
米
臆
と
も
懇
意
で
あ
っ
た
。
小

倉
八
、
胤
川
米
歴
价
兵
衛
父
子
、
神
川
雌
儀
兵
衛
、
柳
井
屋
益
蔵

令
几
］

な
ど
の
名
が
見
え
、
彼
ら
が
小
倉
で
の
協
力
渚
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
米
屋
川
上
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
す
こ
と
で
茂
平
次
は
縦
横

に
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。

’
八
三
○
年
代
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
元
将
軍
、
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

｛
．
．
□
｝

シ
は
、
彼
の
代
表
的
著
作
、
「
戦
争
詮
輌
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
□

軍
隊
が
数
Ⅱ
間
も
駐
屯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
伽
態
が

起
っ
て
く
る
と
、
他
の
手
段
に
よ
る
あ
ら
か
じ
め
戦
術
さ
れ

た
も
の
が
な
け
れ
ば
、
た
ち
ま
ち
砿
中
に
人
肌
脈
が
生
じ
て

く
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
準
備
手
段
に
は
二
郁
類
あ
っ
て
、

大
軍
の
場
合
に
は
今
日
と
い
え
ど
も
こ
れ
を
欠
く
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
第
一
の
準
備
手
段
と
は
即
ち
軍
隊
に
付
随
す
る
鞭

童
隊
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
糧
食
と
し
て
最
低
限
必
要

な
パ
ン
や
小
麦
粉
を
数
Ⅱ
分
、
つ
ま
り
三
～
川
Ⅱ
分
だ
け
運

搬
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
に
兵
卒
ｎ
身

が
柵
附
し
て
い
る
三
～
川
Ⅱ
分
の
柵
食
を
加
え
て
、
少
な
く

と
も
八
Ⅱ
分
の
岐
低
限
必
要
栂
食
が
常
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

第
二
の
準
備
手
段
は
、
編
成
の
完
全
な
兵
姑
部
を
設
け
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
噸
隊
の
駐
屯
す
る
度
ご
と
に
、
速
近
を

問
わ
ず
各
〃
面
よ
り
予
備
樹
食
を
調
達
し
て
く
る
征
務
を
も
ち
、

順
隊
を
し
て
、
と
っ
さ
の
側
に
介
営
給
養
法
か
ら
他
の
給
養

法
に
切
り
杵
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
役
削
を
机
っ
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植
木
町
茂
平
次
が
、
熊
本
藩
の
小
倉
出
兵
に
際
し
て
、
兵
姑
の

舞
台
に
登
吻
し
た
契
機
は
、
軍
栂
の
調
達
を
め
ぐ
る
事
業
か
ら
で

あ
っ
た
。
地
元
正
院
手
水
と
の
関
連
で
、
当
時
の
惣
庄
屋
江
上
安

人
と
協
刀
し
て
植
木
町
の
縦
人
馬
や
零
落
救
済
の
こ
と
な
ど
に
奔
走

し
て
い
た
形
跡
が
残
っ
て
い
る
。
木
簡
と
し
て
、
熊
本
城
下
で
も

多
少
Ⅱ
立
っ
た
存
征
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
小
内
囚
愚
人
に
見
川
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
小
舟
は
、
刀
延
一
一
年
三
川
朔
Ⅱ
現
征
の
「
御
侍

帷
」
二
慶
舳
公
御
件
川
」
）
に
よ
る
と
、
御
鉄
炮
１
挺
頭
で
二
五
○

灯
収
の
家
Ⅲ
士
で
あ
り
、
砿
偏
流
の
脈
学
者
で
も
あ
っ
た
。
第
一

次
長
州
征
討
に
お
け
る
小
畠
と
茂
平
次
の
協
同
は
、
元
治
元
年

二
八
六
川
）
八
Ⅱ
よ
り
見
え
て
い
る
。
小
舟
の
上
申
評
に
添
え
ら

て
い
る
も
の
で
あ
る
□

人
吐
の
洲
食
を
扱
え
る
商
人
の
仔
在
は
、
近
代
以
前
の
躯
隊
に

お
い
て
、
川
界
的
常
識
と
し
て
砿
隊
組
織
の
維
持
装
般
に
も
等
し

か
っ
た
。
こ
の
視
角
よ
り
見
る
と
、
小
倉
に
お
け
る
茂
平
次
ら
の

椚
助
は
、
杵
週
的
な
順
隊
の
峨
術
的
展
開
に
印
し
た
も
の
で
、
速

征
噸
に
お
け
る
給
養
活
動
の
典
剛
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

三
植
木
町
茂
平
次
の
担
っ
た
兵
姑

１
物
資
の
補
給
と
調
達

れ
た
「
袖
控
」
よ
り
抜
粋
す
る
。

［
史
料
６
］

…
幸
植
水
川
茂
乎
次
と
巾
者
彼
友
一
一
心
常
之
米
有
之
川
二
付
、

筋
々
之
御
内
意
化
乎
附
役
人
内
川
祐
右
術
門
を
戊
乎
次
に
差
添
、

去
八
川
七
Ⅱ
よ
り
早
打
一
而
小
倉
表
二
差
巡
候
、
ｈ
両
人
途

中
二
Ⅲ
米
ロ
入
と
手
段
い
た
し
川
十
Ⅱ
於
筑
伽
拠
崎
・
秋
川
御

職
米
八
千
俵
井
薪
壱
万
束
、
榔
多
（
仲
多
力
）
皿
と
味
附
近
両

挺
買
入
之
取
組
い
た
し
置
、
何
十
一
日
小
倉
清
仕
私
打
安
太
初

初
発
よ
り
之
儀
、
委
細
と
噺
仕
右
之
仙
々
騰
符
之
川
向
御
川

達
江
申
談
呉
候
様
相
願
候
二
付
、
時
節
柄
至
械
最
之
働
と
感
心

Ⅲ
意
い
た
し
…

七
月
二
八
日
、
熊
本
藩
は
幕
府
よ
り
正
式
に
小
倉
応
援
を
命
じ

ら
れ
た
。
そ
の
直
後
、
彼
は
八
月
七
Ⅱ
、
小
出
の
命
令
で
小
倉
へ

出
立
し
て
い
る
ご
同
月
一
○
日
に
は
黒
崎
に
至
り
、
秋
月
御
蔵
米

五
○
○
○
俵
と
薪
一
万
束
、
味
噌
五
○
○
櫛
の
捌
達
に
取
り
か
か

り
、
ほ
ど
な
く
成
約
に
こ
ぎ
つ
け
て
い
た
。
こ
の
嚇
案
は
、
小
倉

へ
参
集
す
る
諸
藩
の
軍
隊
が
大
規
模
に
の
ぼ
る
と
の
予
測
か
ら
、

小
愈
飢
内
の
「
諸
肺
差
文
に
も
机
成
可
」
と
し
て
、
小
、
緋
の
対

伽
を
傷
つ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
の
憂
慮
も
あ
っ
て
、
．
ｕ
ｎ
紙

に
灰
さ
れ
た
。
し
か
し
茂
平
次
は
、

：
。
た
と
ひ
小
倉
様
之
御
手
当
者
１
分
二
候
比
、
ケ
様
切
迫
と
折

柄
、
他
藩
之
御
備
迄
二
被
図
候
御
訳
茂
有
御
駆
間
敷
、
於
川
月
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別
段
之
御
術
一
一
茂
可
相
成
候
二
付
、
雌
初
之
米
・
薪
等
仙
々
取

堅
候
様
被
仰
越
候
二
付
前
条
取
組
之
品
々
直
二
取
堅
可
申
と
咄

〈
Ⅱ
叩
候
得
共
、
根
兀
米
千
俵
丈
之
儀
稀
寸
志
一
一
茂
兼
止
可
Ⅲ
覚

悟
二
御
座
候
処
…

と
い
い
、
米
千
俵
だ
け
は
円
ら
買
い
上
げ
、
寸
志
に
差
し
上
げ
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
図
ら
ず
も
、
茂
平
次
の
米
商
人
と

し
て
の
力
鼓
を
示
す
結
果
と
な
る
、

茂
平
次
の
活
動
は
兵
栂
米
の
洲
達
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
い
。

当
時
の
卸
売
米
の
流
通
は
、
周
知
の
ご
と
く
玄
米
の
状
態
で
あ
る
。

精
、
し
た
米
は
傷
み
や
す
く
、
長
い
時
川
が
絲
過
す
る
と
徴
が
付

い
た
り
、
食
味
が
落
ち
た
り
し
て
商
品
価
値
を
失
う
。
そ
の
た
め

川
や
村
に
は
、
米
の
糀
臼
を
生
業
と
す
る
描
き
米
膝
が
少
な
か
ら

ず
存
在
し
た
。
熊
本
藩
の
本
営
は
、
小
倉
城
の
束
万
一
里
弱
、
廣

赤
山
の
Ⅲ
麓
に
位
股
し
て
い
る
。
付
近
に
は
多
く
の
将
兵
が
術
陣

し
、
好
日
大
量
の
白
米
が
必
要
で
あ
っ
た
。

小
倉
城
下
に
は
小
倉
藩
兵
が
臨
戦
体
制
で
滞
陣
し
て
い
る
ほ
か
、

熊
木
勝
兵
の
よ
う
に
諸
瀧
か
ら
の
援
兵
も
数
多
い
ｃ
栃
婆
に
対
し

て
搗
き
米
屋
の
能
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
熊
本
藩
で
は
、

Ⅲ
前
で
桁
、
す
る
こ
と
に
し
た
。
茂
平
次
は
滞
命
を
受
け
、
小
倉

の
郊
外
、
宮
ノ
尾
河
原
に
お
い
て
池
部
啓
太
の
測
量
協
力
を
得
な

が
ら
、
数
十
Ⅱ
の
作
鞭
期
間
を
典
し
、
二
輪
の
水
車
を
備
え
た
糀

米
所
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
史
料
に
よ
る
と
、
作
事
期
間
を
通
じ

て
現
場
に
詰
め
た
様
子
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
間
も
別
の
任
務

に
従
事
し
て
い
た
。
贋
寿
山
陣
営
の
作
事
と
、
同
所
で
使
用
す
る

三
．
叫
一

Ⅲ
川
Ⅱ
川
の
洲
達
一
件
を
紹
介
し
て
お
く
。

熊
本
藩
よ
り
来
援
し
た
将
兵
は
、
小
倉
城
下
の
寺
院
等
へ
分
宿

し
て
い
た
。
有
吉
将
監
、
溝
、
蔵
人
の
両
術
も
出
陣
を
命
じ
ら
れ
、

追
々
藩
主
（
殆
の
良
之
助
が
名
代
）
も
川
馬
の
手
は
ず
で
あ
る
。

有
吉
備
は
、
九
月
四
日
に
熊
本
を
州
立
し
て
お
り
、
四
～
五
日
の

う
ち
に
は
小
倉
へ
米
精
す
る
。
小
倉
へ
先
篇
し
て
い
た
作
斬
力
役

人
一
同
、
大
い
に
当
惑
し
な
が
ら
も
作
事
資
材
の
手
配
に
と
り
か

か
っ
た
が
、
馴
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
急
々
に
は
対
処
で
き
な

い
。
そ
う
し
た
折
、
茂
平
次
の
活
動
が
眼
に
と
ま
り
、
小
畠
扇
大

の
内
諾
を
件
た
後
、
正
式
に
作
事
頭
高
橘
治
部
ｈ
衛
門
に
陣
徴
火

急
の
川
と
し
て
呼
び
川
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

茂
平
次
の
行
動
は
早
か
っ
た
。
兼
ね
て
見
込
み
を
付
け
て
い
た
、

小
倉
八
百
屋
町
の
米
臆
伊
兵
衛
父
子
、
神
川
屋
儀
兵
術
、
柳
艸
屋

益
戯
ら
へ
計
り
、
相
応
の
混
雑
は
あ
っ
た
も
の
の
、
陣
営
入
用
の

肺
々
を
翌
Ⅲ
１
に
は
ほ
と
ん
ど
集
め
て
し
ま
っ
た
。
内
訳
は
、
概

表
一
二
○
○
杖
余
、
藁
筵
六
○
○
○
枚
余
、
板
三
○
○
坪
、
縄
一

○
○
○
把
余
、
ほ
か
に
侭
刺
し
職
人
、
炭
や
油
、
火
鉢
・
土
瓶
・

桶
を
始
め
と
す
る
日
用
品
な
ど
で
あ
る
□
そ
の
他
に
も
、
細
々
と

し
た
物
資
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
⑩
次
に
、
藩
政
史
料
に
現

れ
て
い
な
い
が
、
作
戦
展
開
を
文
字
通
り
足
元
で
文
え
る
物
資
の
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調
達
に
ふ
れ
お
く
。

第
一
次
長
州
征
討
に
お
け
る
熊
本
藩
の
実
戦
展
開
は
、
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
に
等
し
い
。
兀
確
に
は
、
龍
隊
の
移
動
と
い
う
作
戦

展
開
は
あ
っ
た
が
、
砲
火
を
交
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
小
倉
へ
出
陣
し
た
際
、
村
々
か
ら
の
夫
方
（
軍
夫
）

動
員
や
軍
諦
物
資
調
達
の
く
わ
し
い
状
況
は
、
緬
内
各
手
永
に
調

一
一
二
五
一

連
が
ｒ
〈
祠
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
数
を
除
い
て
藩
政
史
料

一
一
一
一
』
ハ
テ

に
も
地
方
史
料
に
も
見
い
出
し
靴
い
。
関
係
す
る
史
料
自
体
は
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
研
究
対
象
と
し
て
着
眼
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
大
き
く
災
い
し
て
い
る
。
熊
本
藤
を
含
む
九
州
諸

藩
に
お
い
て
、
地
方
に
要
請
さ
れ
た
夫
方
や
物
資
は
、
ほ
と
ん
ど

似
遡
っ
て
い
る
。
共
迎
す
る
も
の
を
小
介
藩
の
第
二
次
踵
州
征
討

を
事
例
に
、
慶
応
一
一
年
（
一
八
六
六
）
「
豊
前
国
仲
津
郡
国
作
手
永

大
庄
歴
御
川
Ⅱ
記
」
よ
り
抽
出
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
馬
料
で
あ
る
。

一
→
ｌ
Ｌ
ｆ
］
一

［
史
料
七
一
ミ
ー
ー
１

丁
－
１
１
１

脚
馬
飼
干
草
御
買
入
之
義
、
先
日
申
達
候
処
、
貯
置
無
之
段

御
断
申
川
候
得
共
、
又
々
此
節
御
沙
汰
一
一
稗
去
々
子
年
干
草
御

用
意
郡
々
へ
霧
敷
被
仰
渡
、
其
後
御
用
無
之
、
其
侭
差
置
候

ヘ
ハ
拾
り
一
一
州
成
候
二
付
、
郡
々
御
間
欠
ケ
不
机
成
秘
貯
樋
、

残
り
其
所
一
一
而
相
用
候
様
二
と
の
御
趣
意
二
付
、
此
節
迩
も
一

向
無
之
と
の
巾
上
級
難
川
来
趣
、
此
側
詩
御
Ⅱ
付
様
方
御
馬
数

多
彼
是
干
草
御
差
支
二
付
、
郡
々
一
一
而
如
何
様
共
致
し
、
是
程

位
稀
取
合
差
川
候
様
一
一
と
の
義
淵
被
申
談
宜
被
取
計
候
、
則
企

救
郡
を
除
、
残
丘
郡
割
合
左
之
通
二
候
、
以
上
、

三
Ⅱ
九
日

和
川
藤
左
衛
門

仲
津
郡
大
庄
屋
中

御
Ⅲ
ｆ
草
三
千
貧
Ⅱ

兀
郡
割
り

内

千
拾
六
賞
Ⅱ

五
百
六
拾
八
貫
目

京
（
京
都
）

六
両
六
拾
七
〆
Ⅱ

仲
（
Ⅱ
津
）

四
百
三
拾
三
〆
目

築
（
築
上
）

三
面
拾
六
〆
Ⅱ

北
（
し
毛
）

右
小
倉
御
厩
迄
付
川
し
可
巾
候
、
尤
切
方
・
船
賃
水
上
ヶ

共
、
代
械
り
替
付
添
差
川
候
へ
ハ
、
代
札
御
払
二
相
成
候
事
、

但
、
品
物
都
合
出
来
之
上
ハ
、
代
札
積
り
書
付
者
前
以
為

藻
川
申
墜
馴
、

田
川
郡
・
京
都
郡
な
ど
五
郡
に
、
合
計
三
○
○
○
貫
目
の
干
草

を
小
倉
御
慨
ま
で
配
送
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
小
倉
藩
で
は
、

第
二
次
征
討
に
備
え
て
馬
料
の
備
蓄
を
開
始
し
、
田
川
・
京
都
・

中
津
・
築
止
・
上
毛
の
江
川
に
対
し
、
干
草
三
○
○
○
質
Ⅱ
の
川

意
を
命
じ
た
。
相
当
の
分
量
が
必
要
で
あ
っ
た
と
み
え
、
そ
の
後

も
数
次
に
わ
た
り
同
様
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
馬
料
に
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つ
い
て
は
、
古
今
東
山
の
巾
隊
に
お
い
て
、
兵
士
の
櫛
食
給
与
ほ

ど
の
細
や
か
な
運
川
シ
ス
テ
ム
を
必
奨
と
し
な
か
っ
た
。
ク
ラ
ウ

ニ
．
ハ
ー

ゼ
ヴ
ィ
ッ
ッ
は
、
「
戦
争
論
」
上
巻
で
、
そ
の
理
川
を
一
一
つ
挙
げ
て

い
る
Ⅱ
第
一
は
、

川
料
の
件
に
な
る
と
、
こ
れ
は
今
ま
で
ま
っ
た
く
粘
巧
な
総

リ
シ
ス
テ
ム
が
と
ら
れ
た
た
め
し
が
な
い
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ

う
〕
と
い
う
の
は
、
馬
料
の
容
械
は
ま
こ
と
に
大
き
い
も
の

で
あ
っ
て
、
運
搬
が
極
め
て
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
人
体
一

Ⅱ
分
の
賜
料
の
爪
城
は
、
一
Ⅱ
分
の
柵
食
の
一
○
帖
に
相
当

す
る
。
し
か
る
に
馬
匹
の
数
は
、
一
軍
中
の
兵
員
数
の
約
一

○
分
の
一
以
内
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
今
Ⅱ
で
は
四
分
の

一
か
ら
三
分
の
一
に
ま
で
達
し
て
い
た
。

こ
れ
は
阿
度
の
長
州
征
討
か
ら
五
○
年
ほ
ど
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

状
況
で
あ
り
、
枇
界
の
軍
隊
に
お
け
る
馬
数
増
加
の
趨
勢
と
そ
の

人
馬
比
率
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ッ
の
猯
柵

す
る
、
賜
匹
の
数
が
、
「
今
日
で
は
（
兵
員
数
の
）
四
分
の
一
か
ら

三
分
の
一
に
ま
で
達
し
て
い
た
」
と
す
る
部
分
は
、
第
一
次
災
州

征
討
山
時
の
熊
本
藩
遠
征
寵
に
も
適
用
で
き
る
。
馬
匹
の
墹
加
と

賜
料
の
容
枇
か
に
人
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
馬
料
は
、
移
動
の
途

中
も
し
く
は
戦
場
の
周
辺
地
域
で
調
達
さ
れ
た
。
そ
し
て
第
二
の

瑚
川
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

さ
ら
に
馬
料
に
い
た
っ
て
は
そ
の
調
達
が
一
層
容
易
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
こ
の
馬
料
と
い
う
も
の
は
食
糊
の
よ
う
に
製

粉
し
た
り
、
そ
れ
を
焼
い
た
り
す
る
手
間
が
か
か
ら
な
い
し

に
、
そ
の
地
方
の
馬
の
た
め
に
次
の
収
椎
期
ま
で
の
飼
料
が

貯
え
ら
れ
て
い
る
の
が
杵
迦
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
た

と
え
厩
舎
飼
料
は
少
な
く
て
も
、
そ
の
た
め
に
一
時
的
な
巾

の
馬
料
に
は
事
欠
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
馬

料
捌
達
は
巾
町
村
刈
川
を
経
川
し
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、

決
し
て
直
接
民
衆
か
ら
収
奪
し
て
は
な
ら
な
い
。

兵
士
の
樹
食
と
比
較
し
て
、
ほ
と
ん
ど
加
工
す
る
必
要
の
な
い

賜
料
に
つ
い
て
は
、
豊
前
小
倉
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
各
地
が
、

Ⅲ
通
八
達
し
た
蝋
か
な
供
給
源
で
あ
っ
た
。
熊
本
滞
に
お
け
る
馬

料
調
達
の
事
情
も
、
ほ
ぼ
同
様
と
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
将

兵
の
糊
食
調
達
に
は
糒
巧
な
給
与
シ
ス
テ
ム
の
榊
築
が
要
求
さ
れ
る

が
、
馬
料
に
つ
い
て
は
、
幕
府
軍
役
の
規
矩
と
し
て
、
仮
に
熊
本

兒
術
の
駒
賜
兵
刀
を
概
略
一
八
○
○
騎
と
椛
測
し
た
が
、
一
術
五

○
○
騎
程
度
と
な
り
、
小
倉
・
熊
本
間
五
～
六
Ⅱ
行
稗
の
と
こ
ろ
、

速
柾
途
次
の
村
々
で
十
分
に
躯
足
り
る
と
凡
皿
し
得
る
⑪

賜
料
や
櫛
食
な
ど
の
ほ
か
、
Ⅲ
常
の
必
喫
不
可
欠
な
物
査
に
草

枇
が
あ
る
。
迎
常
の
使
川
状
態
で
は
、
三
～
川
肌
朕
行
秘
肛
の
耐

（
．
「
九
一

八
代
が
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
戦
場
の
兵
士
が
履
く
場
へ
Ⅱ
は
別
で
あ

る
。
行
巾
と
激
し
い
戦
闘
下
で
は
、
一
Ⅱ
で
椚
耗
し
て
し
ま
う
場

合
も
あ
る
だ
ろ
う
。
熊
本
か
ら
各
備
が
出
征
す
る
際
は
、
兵
士
各
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、
が
腰
に
下
げ
る
な
ど
し
て
持
参
す
る
ほ
か
、
植
木
町
で
隊
列
を

雌
え
る
合
間
を
利
川
し
、
服
ね
て
川
意
の
分
を
大
戯
に
調
達
し
て

三舎□。『’１｜｜｜

い
た
。
小
倉
に
到
着
し
た
後
、
熊
本
よ
り
持
参
し
た
←
早
畦
が
尽
き

た
場
合
の
補
充
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

草
畦
は
、
非
軍
事
の
状
況
下
に
お
い
て
も
日
常
的
な
消
耗
品
で

あ
る
。
そ
の
材
料
は
稲
藁
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
稲
作
地
帯
な
ら
ば

い
か
な
る
場
所
で
も
調
達
容
易
で
あ
り
、
同
Ⅲ
噸
た
る
小
愈
洲
内

で
鯛
達
す
る
こ
と
に
何
の
障
害
も
な
か
っ
た
。
次
の
史
料
は
、
小

倉
領
内
で
大
量
の
軍
用
草
畦
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
〕

一
一
一
一
■
）

［
史
料
△五
月
Ⅱ
二
Ⅱ
小
雨

御
駆
川
峨
職
、
柳
川
叩
機
多
共
役
Ⅱ
一
一
Ⅲ
納
力
之
儀
、
昨
Ⅱ

割
書
付
を
以
甲
遣
候
所
、
高
割
一
而
背
不
同
二
相
成
候
付
、
一

昨
年
之
通
、
械
多
竃
割
左
之
通
御
手
当
被
下
度
存
候
、
右
御

断
妾
如
斯
御
座
候
、
以
上
、

Ｉ
Ⅱ
廿
一
Ⅱ

一
弐
万
七
千
Ｋ
、
川
拾
足

企
救
郡

一
四
万
五
千
九
百
八
拾
三
足
田
川
郡

一
八
千
六
百
九
拾
壱
足

京
都
郡

一
壱
万
千
六
百
七
拾
弐
足

仲
津
郡

一
四
千
弐
Ｗ
九
拍
兀
足

築
城
郡

一
千
八
百
拾
九
足

止
毛
部

第
一
次
長
州
征
討
に
お
け
る
熊
本
藤
の
小
倉
派
過
軍
は
、
熊
本

城
下
を
川
発
し
て
柚
水
川
へ
向
か
う
。
杣
木
よ
り
山
鹿
、
南
関
を

経
由
し
、
久
留
米
領
の
筑
後
府
中
へ
至
り
、
さ
ら
に
松
崎
か
ら
長

崎
街
道
に
入
っ
て
山
家
・
内
野
・
飯
塚
・
水
屋
瀬
・
黒
崎
の
各
宿
か

ら
な
る
筑
前
六
宿
を
経
て
小
倉
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、
門
司
大
里

よ
り
船
出
す
る
際
の
江
戸
参
勤
の
経
路
と
砿
な
る
。
南
関
を
出
て

柳
河
傾
・
久
留
米
領
を
通
過
し
、
松
崎
を
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
で

福
岡
領
に
入
る
。
表
向
き
、
巾
勢
の
通
行
に
は
さ
し
た
る
支
障
も

な
か
っ
た
が
、
兵
端
物
資
の
通
行
に
は
少
な
か
ら
ぬ
困
難
が
あ
っ

た
。冊
時
の
福
岡
藩
で
は
、
分
裂
す
る
藩
論
も
あ
っ
て
、
熊
本
勢
の

向
領
通
過
に
対
し
て
蒋
慮
の
様
子
が
兇
え
る
。
熊
本
で
は
福
岡
畝

右
之
通
り

合
計
一
○
〃
足
で
、
こ
れ
ら
は
全
て
小
術
辮
御
川
の
蠣
川
草
職

で
あ
る
。
文
中
「
一
昨
年
之
通
」
と
文
言
が
あ
り
、
元
治
元
年

二
八
六
四
）
第
一
次
長
州
征
討
の
際
に
も
同
様
の
命
令
が
出
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
小
倉
領
内
で
は
、
熊

本
藩
を
始
め
と
す
る
幕
順
勢
〃
か
ら
の
〃
足
単
位
の
需
要
に
、
比

較
的
伽
雌
に
応
じ
ら
れ
る
体
制
が
川
来
上
が
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

２
補
給
路
の
開
発
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内
の
人
馬
継
立
に
つ
い
て
、
「
…
筑
前
路
駅
之
継
人
馬
立
御
断
有

而
粁
鵬
救
御
薪
物
運
送
之
儀
、
惣
１
通
人
足
を
茂
可
被
為
化
御
達
と

（●守聿■一）

処
」
と
判
断
し
、
熊
本
ｌ
小
倉
間
を
、
「
通
し
人
足
」
に
よ
る
運
送

を
考
慮
し
て
い
た
。
協
調
を
指
導
す
る
幕
府
の
意
向
に
反
し
て
、

熊
本
藩
と
は
意
志
の
川
陥
が
み
ら
れ
る
〔
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
の

編
岡
瀧
に
お
け
る
筑
前
勤
王
党
の
飯
厄
す
る
小
怖
と
関
係
が
あ
っ
た
（
》

そ
の
た
め
、
熊
本
藩
で
は
、
兵
姑
の
局
而
打
開
を
地
域
末
端
の
行

政
官
た
る
惣
庄
屋
お
よ
び
茂
平
次
ら
、
川
人
階
層
に
託
し
た
の
で

あ
る
。

ち
な
み
に
、
派
兵
第
一
陣
と
な
っ
た
洲
川
勘
解
山
の
部
隊
は
、

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
十
二
月
に
は
役
目
を
終
え
て
帰
同
の
途

（＋■一一一十一

に
つ
く
。
そ
の
際
、
沼
Ⅲ
と
指
揮
下
の
一
部
は
、
蒸
気
船
に
砲
器

類
そ
の
他
を
棚
み
込
み
、
九
州
西
海
岸
廻
り
で
帰
国
し
た
。
残
り

の
兵
力
は
、
福
岡
領
内
通
行
を
最
短
距
離
と
し
、
小
倉
よ
り
秋
月

街
道
を
通
り
、
呼
野
、
人
隈
、
松
崎
、
瀬
高
、
山
鹿
に
夫
々
一
泊

一
一
》
・
脚
〉

し
、
計
兀
油
の
行
程
で
熊
本
に
蒜
し
て
い
る
。
一
」
の
州
阿
交
通
路

線
の
変
更
は
重
要
で
あ
る
。
筑
前
勤
王
党
の
存
在
か
ら
、
福
岡
藩

と
の
連
携
が
十
分
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
可
能
性
は
小
さ
い
な
が

ら
も
、
以
後
、
同
藩
と
の
確
執
も
想
定
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
小
倉
の
熊
本
滞
噸
駄
屯
地
へ
糀
食
・
補
充
川
肋
を
供
給
す

る
路
線
の
一
つ
、
す
な
わ
ち
、
福
岡
領
内
通
行
部
分
の
短
い
秋
川

街
道
は
、
万
一
の
場
合
に
、
軍
団
の
退
路
と
し
て
利
用
で
き
る
路

線
で
あ
っ
た
。

部
隊
付
の
小
荷
駄
隊
（
兵
姑
部
隊
）
は
、
術
の
一
隊
と
し
て
Ⅲ

行
す
る
。
た
だ
し
、
巾
需
品
の
全
て
を
一
度
に
運
ぶ
わ
け
で
は
な

い
の
で
先
発
部
隊
も
あ
れ
ば
後
発
部
隊
も
あ
り
、
状
況
に
応
じ
、

熊
本
と
小
倉
の
間
に
小
付
駄
隊
が
往
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

際
、
術
の
一
隊
で
行
動
す
る
と
安
全
を
保
た
れ
る
が
、
独
立
し
た

小
荷
駄
隊
と
し
て
活
動
す
る
場
合
、
護
衛
の
兵
が
必
要
で
あ
る
ｃ

さ
ら
に
は
、
商
人
が
、
彼
ら
の
捌
達
し
た
物
資
を
、
直
接
小
倉
へ

配
送
す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
際
は
、
通
行
の
安
令
と
迅

速
性
、
運
賃
の
極
小
化
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

植
木
町
茂
平
次
ら
の
開
発
し
た
兵
姑
経
路
を
史
料
に
よ
り
再
現
し

一
一
二
五
）

て
み
よ
う
。
術
に
附
属
さ
れ
た
小
荷
駄
隊
と
は
別
の
、
茂
平
次
ら

の
主
導
に
成
る
一
隊
は
、
小
船
を
集
め
て
坪
艸
川
を
下
り
熊
本
城

下
を
出
る
〔
小
島
河
口
（
坪
井
河
川
）
に
至
る
と
、
百
貫
石
で
貨

物
を
中
型
船
に
積
み
替
え
、
有
明
海
を
海
岸
沿
い
に
北
上
し
た
。

艮
洲
地
先
を
過
ぎ
て
柳
川
価
沖
合
を
抜
け
、
筑
後
川
河
川
よ
り
遡

上
し
て
内
陸
を
Ⅱ
指
し
、
久
倒
米
へ
向
か
う
”
久
留
米
城
下
に
入

る
と
、
府
中
瀬
の
下
町
で
積
載
し
た
物
資
を
揚
陸
し
、
人
馬
・
荷

車
に
拠
っ
て
、
筑
後
松
崎
を
経
て
十
三
皿
余
の
行
程
を
筑
前
飯
塚

へ
至
る
。

飯
塚
宿
よ
り
川
舟
に
積
み
替
え
て
遠
賀
川
を
下
り
、
途
中
で
直

方
、
中
間
の
穀
倉
地
帯
を
通
り
、
水
巻
よ
り
陸
路
を
と
っ
て
二
用
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半
ほ
ど
で
洞
海
湾
に
抜
け
、
黒
崎
よ
り
廻
船
を
利
用
し
若
松
・
戸

畑
絲
山
で
小
倉
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。
遠
賀
川
ル
ー
ト
で
は
、

空
川
を
傭
船
し
た
と
し
て
も
、
途
中
数
カ
所
の
要
衝
で
物
資
を
調

達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
が
茂
平
次
ら
の
商
業
的
な
活

動
趣
旨
で
も
あ
る
。
洞
海
湾
は
、
培
松
・
戸
畑
間
（
現
若
万
大
橋
）

に
湾
川
が
あ
り
、
福
岡
藩
に
よ
っ
て
砲
台
が
築
か
れ
、
湾
内
の
安

寧
は
保
た
れ
て
い
た
ｃ

飯
塚
宿
か
ら
北
へ
流
れ
る
遠
賀
川
の
水
運
を
利
用
す
る
発
想
は
特

筆
す
べ
き
で
あ
る
。
活
動
範
州
の
狭
い
武
士
階
級
（
滞
庁
役
人
）

で
は
、
到
底
着
想
で
き
る
も
の
で
は
な
い
□
総
計
一
万
人
以
上
の

軍
隊
に
加
え
、
数
千
人
に
達
す
る
軍
夫
の
籾
食
な
ど
、
小
倉
で
必

要
と
さ
れ
る
唯
需
品
は
旭
大
な
職
に
の
ぼ
る
。
茂
乎
次
は
、
そ
れ

ら
を
遠
賀
川
の
舟
運
ル
ー
ト
に
載
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
短
期
間

に
も
関
わ
ら
ず
、
通
し
人
夫
に
対
す
る
賃
銭
等
で
、
延
べ
三
二
○

「“◆４ハ一一

○
両
ほ
ど
の
経
費
縮
減
に
成
功
し
た
。
茂
平
次
の
物
流
に
長
け
た

商
人
と
し
て
の
能
力
が
、
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
蛎
例
で
あ
る
。

補
給
に
お
け
る
戦
略
的
機
動
性
は
、
河
川
に
よ
っ
て
制
約
を
受

け
る
と
と
も
に
、
耕
し
く
利
益
を
得
ら
れ
る
場
介
も
あ
る
。
河
川

に
よ
る
補
給
線
の
切
断
も
あ
れ
ば
、
そ
の
流
れ
を
利
用
し
、
労
せ

ず
し
て
大
趾
の
貨
物
を
Ⅱ
的
地
へ
輸
送
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
河
川
で
運
べ
る
よ
う
な
物
資
は
、
そ
れ
が
大
量
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
陸
上
を
人
馬
や
荷
車
に
よ
っ
て
運
ぶ
よ
り
、

は
る
か
に
簡
単
で
あ
っ
た
。
茂
平
次
は
川
舟
に
よ
る
運
搬
能
力
を

熟
知
し
て
お
り
、
車
夫
一
四
○
○
人
で
陸
上
を
搬
送
す
る
よ
り
も
、

数
隻
の
川
舟
を
傭
船
す
る
ほ
う
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

元
治
元
年
十
一
Ⅱ
中
旬
、
細
川
良
之
助
の
本
陣
術
は
、
そ
の
叩

禰
物
資
九
四
○
箇
余
、
重
岻
に
し
て
四
万
九
四
両
○
斤
余
の
輸
送

「
．
．
．
と
一

を
茂
平
次
に
託
し
て
い
る
口
当
初
、
熊
本
藩
で
は
、
福
岡
藩
の
人

馬
継
立
シ
ス
テ
ム
を
利
川
し
て
物
資
輸
送
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
福
岡
藩
の
内
部
事
情
に
よ
り
、
全
面
協
力
が
困
難
と
み

て
、
熊
本
か
ら
小
介
ま
で
皿
し
の
人
夫
を
利
川
し
て
取
り
組
む
よ

う
に
計
画
を
変
更
し
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
運
賃
が
過
大
に
な
る

た
め
、
杣
木
町
茂
平
次
ら
に
新
補
給
ル
ー
ト
の
附
発
を
命
じ
た
の

で
あ
る
。

術
の
小
荷
駄
隊
で
は
、
蝿
の
背
に
よ
る
扣
送
と
、
耶
輌
（
荷
巾
）

に
よ
る
運
送
を
併
川
し
て
い
た
。
茂
平
次
ら
も
、
久
留
米
瀬
の
下

町
か
ら
筑
前
飯
塚
宿
ま
で
陸
送
す
る
と
決
め
た
後
、
車
輌
製
造
の

建
言
を
し
て
い
る
。
藩
庁
の
協
力
も
あ
っ
て
、
茂
平
次
は
、
川
来

合
い
の
荷
車
を
調
達
す
る
こ
と
な
く
、
新
た
に
車
輌
を
製
作
す
る

こ
と
か
ら
手
が
け
る
こ
と
に
し
た
。
今
後
は
、
巾
刀
運
送
が
商
売

に
な
る
と
見
越
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
ず
、
藩
庁
で
は
、
連
一
一
一
一
ｍ
を

受
け
て
鶴
崎
よ
り
人
工
を
呼
び
寄
せ
、
脈
院
手
水
惣
庄
股
江
上
安

太
へ
製
造
を
命
じ
、
数
十
輔
を
完
成
さ
せ
た
。

茂
平
次
ら
に
よ
る
新
し
い
兵
姑
補
給
路
の
開
発
は
、
両
氏
一
体

戸ワ同
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物具るｊｉＩｉ給保ｌｌｉｉｉ１Ｉｉ
流ほ調`ｌ１ｉｉでと保燐兵
効か｜}Ⅱ報あ弊さ地ｊｉＩｉ
》穂建役のるｌｌｌｉれとイ［
の築人符とがたの勝
111ｉ資らｌＩｌ１こ１１［父’''１の
か材のとろｌｌｌｊｍのｌｌ
らのｉ'１１１薪かl1O線交滑
み調１ＤＤｈ１ｉら腱が通な
る達かの、閲兵が遂
とと’ｌＩＩ１１ｌＴｆのｊｉＩｉ確行
、保心題物奨線保を
手管とがごと・ざ担
憤.なりｉとなＩＷｉれ保
れ分るじのる給てす
た配がる内･線いる
氏．、。容兵でなに
１１１１役食勘や町Iｉあけは
人務料定位のりれ、
、のや方祇１三、ば作
1111提衣をⅥ喫兵な戦
ち供服’'１つ任姑ら地
、な、心ま務線なｈＲ
１ｉ１ｌｉど陣とＩ）はのいと
肋、↑》↑す兵補ＩｉＩｉｏ兵

と
な
っ
て
脇
〃
し
た
所
産
で
あ
る
。
補
給
路
の
開
発
に
つ
い
て
は
、

そ
の
安
全
性
と
補
給
路
に
連
な
る
補
給
支
線
た
る
交
通
網
、
さ
ら

に
物
仙
を
供
紛
す
る
袖
給
源
た
る
後
汁
地
域
と
の
迷
撫
が
爪
要
で
あ
っ

た
。
Ⅲ
の
成
行
に
恢
接
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
り
、
こ
う
し
た
物
流

の
実
態
や
背
蛾
を
、
商
人
の
肌
で
十
分
に
探
索
し
、
吟
味
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
動
き
の
延
踵
線
上
に
、
小
舟
耐
火

が
茂
平
次
ら
に
託
し
た
戦
闘
予
定
地
域
（
下
関
消
末
町
ほ
か
）
、
後

方
地
域
（
秋
川
・
狐
崎
・
若
松
・
長
崎
）
に
お
け
る
諜
報
・
探
索

沿
勤
が
あ
り
、
物
資
の
動
き
と
と
も
に
部
隊
の
移
動
や
集
結
状
況

二
・
・
八
一

を
注
視
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

的
な
商
人
の
綴
川
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
彼
の
職
分
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
実
務
処
理
に
判
た
っ
て
は
、
調
査
活
動
（
探
索
）
と
の

衣
製
一
体
が
求
め
ら
れ
る
⑪

兵
姑
に
関
わ
る
探
索
対
象
は
、
愈
墹
的
で
複
雑
で
あ
る
。
什
賊

側
地
域
に
向
け
た
各
補
給
線
ご
と
の
運
搬
能
力
と
迎
搬
計
川
の
岐
適

化
、
供
給
計
剛
と
柵
奨
汁
川
、
物
流
叶
剛
、
さ
ら
に
兵
姑
線
に
対

す
る
攻
撃
に
対
処
す
る
た
め
の
情
報
収
集
、
地
形
や
地
図
怖
報
、

川
辺
加
域
や
住
民
、
ゲ
リ
ラ
活
動
の
有
無
な
ど
広
範
な
対
象
が
あ
っ

た
。
つ
ま
り
兵
姑
は
、
戦
闘
継
続
中
に
お
い
て
岐
肛
要
の
機
密
邪

項
で
あ
り
、
詳
し
い
様
相
を
ま
と
め
た
記
録
が
少
な
い
一
因
に
も

な
っ
て
い
る
。

熊
本
藩
の
偵
吏
は
、
京
都
・
大
坂
・
長
崎
な
ど
蒲
方
で
活
動
し

一一．．．丸〕

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
し
か
し
武
士
の
探
索
活
動
に
は
、

武
士
に
間
行
の
分
断
が
あ
り
、
加
え
て
、
武
士
で
あ
る
こ
と
に
起

因
す
る
制
約
が
あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
Ⅱ
常
的
な
簡
業
活
動
・

絲
済
沿
動
を
商
人
帷
み
に
剛
解
し
、
な
お
か
つ
、
然
に
集
ま
る
燗

椛
を
収
集
・
欝
硫
す
る
こ
と
は
祥
易
で
は
な
い
。
Ⅸ
ｔ
並
み
の
Ⅲ

〃
を
見
込
ま
れ
た
杣
木
町
の
商
人
、
茂
平
次
の
活
蹄
す
る
余
地
も
、

災
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

縦
打
は
、
Ⅱ
本
に
お
け
る
近
肚
末
期
の
一
般
的
な
兵
姑
伽
怖
を
、

お
よ
そ
戦
国
末
期
の
兵
姑
と
同
じ
程
度
の
実
行
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
と

み
て
い
る
。
そ
の
剛
山
は
、
第
．
に
、
元
和
服
式
後
の
二
面
数
十
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年
に
わ
た
る
政
治
的
安
定
が
あ
り
、
幕
藩
諸
国
家
間
に
も
戦
争
状

態
が
現
出
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
時
代
が
下

る
に
従
い
、
顕
事
的
緊
張
感
を
薄
れ
さ
せ
る
方
向
に
作
用
し
た
。

第
二
に
は
、
兵
学
研
究
自
体
が
、
武
士
道
や
士
道
な
ど
の
倫
理
的

側
川
を
適
悦
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
た
い
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
兵
姑
を
含
む
部
隊
運
用
（
陣
法
）
や
柵
成
の
研
究
が
停

滞
し
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
、
ペ
リ
ー
の
率
い
る
米
国
艦

隊
油
側
来
航
以
降
は
、
危
機
意
識
の
節
腸
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
・
オ

ラ
ン
ダ
な
ど
の
軍
事
諸
学
導
入
に
よ
る
洋
式
兵
制
に
目
覚
め
、
幕

府
お
よ
び
諸
藩
で
巾
事
近
代
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
幕
府
陸
軍
に
お
い
て
、
歩
兵
・
騎
兵
・
砲
兵
に
三
区

（
Ⅲ
、
》

分
す
る
一
二
兵
戦
術
の
本
格
的
導
入
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時

期
の
洋
式
砿
隊
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
隊
運
用
に
関
し
て
、
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
た
る
近
代
的
兵
姑
の
運
川
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
⑰

現
在
、
こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
決
定
的
史
料
を
持
ち
得
な
い
が
、

第
二
次
長
州
征
討
よ
り
戊
辰
戦
争
に
至
る
間
に
は
、
ほ
ぼ
近
代
的

兵
姑
柵
造
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
戊
辰
戦
争
に
お
け
る
西
国
諸
藩
を
主
体
と
し
た
新
政
府
頑
に

よ
る
東
北
遠
征
の
成
功
が
、
そ
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

へ

註
一

（
》
佐
藤
徳
太
郎
訳
Ａ
・
ジ
ョ
ミ
ニ
「
戦
争
概
論
」
（
中
公
文
庫

二
○
○
二
。

ジ
ョ
ミ
ー
ー
は
、
戦
場
へ
移
動
し
、
運
動
す
る
戦
闘
が
主
体

と
な
る
時
代
へ
移
行
す
る
と
、
兵
姑
の
重
要
性
が
高
度
化
し

て
術
営
や
行
巾
を
体
系
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ
る
。
軍

隊
の
行
動
に
必
要
な
集
結
・
行
軍
・
輸
送
・
補
給
・
梢
徴
・
情

搬
活
動
・
予
備
に
つ
き
、
そ
の
虚
要
性
を
説
い
た
。

（
二
）
江
畑
謙
介
「
軍
事
と
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
』
（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
一
一

○
○
八
）
。

（
三
）
高
橋
典
幸
・
山
田
邦
明
・
保
谷
徹
．
｜
ノ
瀬
俊
也
「
日
本

巾
事
史
」
二
○
○
六
（
吉
川
弘
文
飾
二
七
一
二
～
川
頁
）
Ⅲ

「
…
諸
藩
の
出
兵
基
準
は
、
「
慶
安
軍
役
令
」
と
さ
れ
た
が
、

鉄
砲
数
の
増
強
な
ど
、
埖
事
改
革
に
応
じ
た
指
示
が
出
さ
れ

て
い
る
」

（
四
）
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
氷
青
文
庫
に
、
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
北
条
氏
長
「
士
鑑
用
法
抄
」
「
卜
鑑
川
法
図
解
」

等
が
み
ら
れ
、
北
条
派
軍
学
は
熊
本
藩
兵
法
六
家
の
中
心
的

位
悩
に
あ
っ
た
。

（
五
）
「
公
儀
御
役
付
・
覚
」
（
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
永
青

文
庫
蔵
）
。

（
六
）
「
元
治
元
年
長
征
記
録
」
（
改
訂
「
肥
後
藩
國
事
史
料
一
巻

Ⅱ
三
一
一
一
九
～
四
一
頁
）
。
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（
七
）
各
備
の
出
発
に
つ
い
て
は
、
改
訂
「
肥
後
滞
剛
蕊
史
料
」

巻
五
、
所
収
史
料
に
よ
る
と
、

①
沼
Ⅲ
術
「
八
Ⅱ
初
句
よ
り
追
々
進
発
」
（
二
○
七
口
）

②
溝
口
備
「
十
一
月
十
三
冊
出
発
の
と
こ
ろ
追
々
進
発
」
「
人

胸
叢
支
」
（
四
六
一
口
）

③
有
吉
備
「
十
一
月
八
日
発
、
十
一
月
十
Ⅱ
番
頭
以
下
、
十

一
Ⅱ
物
頭
等
」
（
四
四
一
頁
）

④
長
岡
備
（
本
陣
術
）
「
十
一
月
十
二
Ⅱ
」
（
川
六
一
頁
）

な
ど
の
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
討
入
延
期
ノ
模
様
」
な

ど
の
皿
川
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
撤
退
命
令
が
発
令
さ
れ
た

時
点
で
編
成
未
了
の
部
隊
は
、
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と

み
ら
れ
る
。

（
八
）
「
京
・
大
坂
・
鶴
崎
・
長
崎
・
小
倉
仕
懸
御
用
状
扣
」
（
改

訂
「
肥
後
滞
剛
事
史
料
」
巻
五
二
○
五
頁
）
。

（
九
）
「
北
岡
文
庫
輯
録
」
（
警
衛
出
兵
人
数
従
元
治
元
年
至
明
治

元
年
十
二
月
坂
本
彦
衛
調
の
内
）
（
改
訂
「
肥
後
藩
國
事
史
料
」

巻
五
二
○
七
頁
）
。

二
○
）
南
坊
平
造
「
明
治
維
新
全
国
諸
藩
の
鉄
砲
戦
力
」
Ｓ
軍

事
史
学
」
通
巻
棚
サ
旧
巻
ｌ
ザ
一
九
七
七
）
。

（
二
）
熊
本
縣
蔵
版
「
熊
本
縣
概
表
」
（
熊
本
県
一
八
八
○
）
。

（
二
一
）
熊
本
女
子
大
学
郷
土
文
化
研
究
所
「
川
治
前
則
熊
本
県

農
業
統
計
」
（
日
本
談
義
社
一
九
五
四
）
。

（
一
三
）
文
久
川
圷
正
Ⅱ
「
御
在
剛
Ⅱ
記
」
（
改
訂
「
肥
後
藤
剛
事

史
料
」
巻
五
二
○
五
頁
）
。

（
一
四
）
同
（
何
四
三
三
頁
〉
“

（
一
五
）
北
条
氏
長
「
ｆ
鑑
用
法
圖
解
」
（
永
青
文
庫
寄
託
熊
本
大

学
附
属
図
書
館
蔵
）
。

二
六
）
文
久
四
年
正
月
［
御
任
國
Ⅱ
記
］
八
Ⅱ
ト
ハ
Ⅲ
ノ
條

（
改
訂
「
肥
後
藩
國
事
史
料
」
巻
五
二
○
五
頁
）
。

（
一
七
）
中
村
通
夫
・
湯
沢
幸
佇
郎
校
訂
「
雑
兵
物
誘
お
あ
む
物

語
」
（
岩
波
文
庫
一
九
四
三
）
｜
・

戦
場
に
精
く
ま
で
、
短
期
戦
の
場
合
は
Ⅲ
弁
で
あ
っ
た
が
、

長
期
戦
に
な
る
と
兵
糧
が
支
給
さ
れ
た
。
一
ｎ
分
の
糧
食
は
、

水
一
升
、
米
六
合
、
躯
一
勺
、
味
岫
二
勺
と
あ
る
。

（
一
八
）
「
覚
」
（
「
覚
帳
」
文
七
’
三
’
十
一
熊
本
大
学
附
属
図
書

節
寄
託
永
肯
文
庫
蔵
）
。

二
九
）
Ⅲ

（
二
○
）
清
水
多
吉
訳
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ッ

「
戦
争
論
」
上
巻
（
現
代
股
潮
社
一
九
六
六
川
川
二
面
）
。

（
二
一
）
「
覚
」
（
「
覚
帳
」
文
七
’
三
’
十
一
（
熊
本
大
学
附
属
図

丼
館
符
託
水
が
文
庫
戯
）
。

（
二
一
一
）
万
延
一
一
年
三
月
朔
日
「
御
侍
帳
」
（
「
慶
順
公
御
耆
出
」
）

（
松
本
寿
三
郎
櫛
「
肥
後
細
川
家
侍
帷
ｌ
」
一
九
七
七
）
。

（
二
三
）
「
袖
控
」
（
「
町
在
」
一
○
’
一
『
－
１
－
：
水
青
文
庫
寄
託
熊

－８０－



本
人
学
附
属
図
吉
館
蔵
）
。

（
二
川
）
「
党
」
（
「
党
帷
」
文
七
’
三
‐
十
一
（
熊
本
大
学
附
属
Ｎ

什
館
寄
託
永
青
文
庫
蔵
）
。

此
節
御
応
援
御
川
張
之
儀
打
御
府
中
か
院
等
へ
御
詰
込
机
除
川

候
処
、
引
綱
将
監
様
・
蔵
人
様
御
備
茂
御
出
雌
被
仰
付
、
追
々

し
二
茂
御
川
馬
可
被
為
遊
哉
之
旨
、
九
月
一
一
Ⅲ
御
到
来
御
嘩
候

川
と
腱
、
既
二
将
監
様
御
備
門
川
川
Ⅲ
Ⅱ
比
御
發
途
と
川
に
て

於
廣
寿
山
御
陣
営
御
作
事
被
仰
付
、
縄
四
・
五
日
之
御
日
掛
一
一

机
成
、
御
作
珊
〃
も
御
餅
惑
と
川
一
一
Ⅲ
諸
船
手
配
等
付
化
〃
打

被
仰
付
候
得
共
、
急
埒
付
兼
、
重
畳
御
當
惑
之
由
及
承
申
候
一
一

付
、
右
様
之
儀
諦
茂
平
次
兼
川
手
馴
川
印
候
二
付
、
此
肴
江
被

仰
付
候
ハ
バ
埒
茂
可
仕
哉
之
趣
小
畠
先
生
江
茂
追
々
内
意
申
達

候
処
、
御
作
事
頭
高
橋
治
部
右
衛
門
殿
よ
り
茂
平
次
御
呼
川
一
一

相
成
前
条
御
陣
営
御
火
急
之
趣
被
仰
聞
何
連
之
道
よ
り
一
而
も

込
速
之
取
計
を
以
、
諸
品
御
間
一
一
合
候
様
取
計
可
巾
…

（
二
五
）
「
川
在
」
一
○
’
一
一
Ｔ
‐
一
（
熊
本
大
学
附
属
図
什
館
寄
託

水
行
文
庫
蔵
）
。

｜
於
御
川
許
述
人
体
論
荷
物
迎
送
夫
泄
イ
等
人
造
之
繁
雛
、
御

川
巾
御
惣
庄
臆
千
葉
城
初
数
十
Ⅱ
昼
夜
二
懸
机
誌
手
数
化
候
川
…

（
一
一
六
）
細
川
巾
総
〈
Ⅱ
Ｎ
併
館
収
蔵
「
廻
江
手
水
会
所
甲
斐
文
件
」

に
は
、
「
小
倉
川
陣
人
足
の
件
」
「
弍
番
下
人
数
差
川
の
件
」

「
小
倉
御
手
刈
の
件
」
「
小
倉
川
張
水
夫
の
件
」
「
小
倉
出
陣
人

馬
賃
銭
の
件
」
ほ
か
数
点
が
あ
る
ｃ

（
二
七
）
稲
川
県
文
化
会
飢
図
肚
Ⅱ
部
細
「
慶
応
二
年
内
戊
暇
前
脚

仲
津
郡
同
作
手
水
大
庄
屋
御
川
Ⅱ
記
」
二
九
七
八
柵
岡
映

地
〃
史
Ⅲ
先
述
絡
協
縦
会
Ⅲ
十
一
口
）
。

（
一
一
八
）
治
水
多
十
Ⅱ
訳
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ッ
「
戦
争
論
」
止
巻
（
現
代
思
潮
社
一
九
六
六
川
三
八

口
）
。

（
二
九
）
平
亭
銀
鶏
「
江
の
島
ま
う
で
浜
の
さ
ぎ
な
み
一
（
「
神
奈

川
県
郷
ｔ
資
料
集
」
７
紀
行
綱
一
九
七
二
所
収
）
。

（
三
○
）
「
党
」
（
「
覚
帳
」
文
七
‐
三
’
十
一
・
熊
本
大
学
附
属
Ｎ

杏
飲
寄
託
水
青
文
庫
蔵
）
。

（
三
一
）
福
岡
県
文
化
会
館
図
書
部
一
編
「
慶
応
一
一
年
丙
寅
豊
前
国

仲
津
郡
川
作
手
永
大
庄
屋
御
用
Ⅱ
記
」
三
九
七
八
柵
間
肌

地
方
史
研
究
連
絡
協
議
会
一
○
○
頁
）
。

（
三
二
）
「
党
」
（
「
覚
帳
」
文
七
’
三
’
十
一
・
熊
本
大
学
附
属
図

誹
館
寄
託
水
行
文
庫
蔵
）
。

（
三
三
）
「
良
之
助
様
豊
前
小
倉
表
御
出
張
一
途
」
（
改
訂
「
肥
後

洲
剛
伽
史
料
」
巻
ハ
バ
セ
セ
Ｈ
）
。

（
三
四
）
「
小
倉
一
件
」
（
改
訂
「
肥
後
藤
剛
瓢
史
料
」
巻
五
六

一
九
口
）
。

（
一
一
一
八
）
小
内
、
扇
太
「
袖
控
」
よ
り
抜
粋
（
「
町
在
」
一
○
’
三
’

一
・
（
熊
本
大
学
附
属
Ｎ
書
館
寄
託
水
背
丈
脈
蔵
）
。
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